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災害後の心理社会的変化

災害後の心理プロセスと支援事例
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・交通機関の事故…[飛行機事故、鉄道事故]
・放射能事故
・工場事故 など

・テロ…[毒物、化学物質、飛行機乗っ取り]
・戦争 など

・地震
・洪水
・津波
・台風
・竜巻
・がけ崩れ
・火山噴火
・干ばつ など
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災害後の心理的影響

①喪失体験

②外傷体験
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③二次的に
発生するストレス

・生活、環境の変化
・経済的負担
・賠償、補償の手続き

様々な精神症状が重なることも

※災害経験が直接関連していない
※明確な論拠なし、研究数少ない
※既存の脆弱性とも関係する
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多くの人は自己回復するが、
回復しない人がリスクあり

災害後の時間経過からみる精神状態の変化

●近年、種々の増加しており、多様な被害の拡大が目立つようになりました。
●我国では、阪神大震災と地下鉄サリン事件を契機として、「心のケア」が注目されるようになりました。
●この研究は途についたばかりですが、ここでは災害後の心理社会的変化および災害精神医学的支援の

必要性とそのリスクについて研究レビューを行いました。
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①否認・孤立

②怒り

③取引

④抑うつ

⑤受容

…【怒り・激情・妬み・憤慨】

…【避けられない結果を先延ばすべく交渉する】

…【様々で大きな喪失感】

【感情がほとんど欠落した状態】

…【一時的な自己防衛に過ぎない】

衝撃

悲嘆反応の5段階プロセス(簡略図)
【キューブラー・ロス編】

日時 ペース ①成人の精神科 ②児童精神科

５月一杯 毎日

６月以降 週３回
①②交互

１０月以降 月３回

①急性期対応 ⇒ 亜急性期に
②成人中心対応 ⇒ 児童中心
③トラウマ関連相談 ⇒ 様々な相談

※カウンセリング例： 女子３人組，学校で非行行為(消火器をまき散らすなど)

２回目：Q,最近よく聞く音楽は？ ⇒ A,「恥・インパクト・ママごめんね」
◎小平氏 切なく感じる

被災地支援活動
【東日本大震災 ① 児童精神科医 小平雅基 】

期間： 2011年３月21日～
場所： 宮城県石巻市

●業務内容： 避難所巡り，個別訪問

●ニーズ変化


